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編集後記
たまたまテレビをつけたら中国ドラマ「三国志」が放映されていました。
出演者達も配役にぴったりで、回数も長かったのですがテレビに釘づけになりました。天才軍師と
いわれた諸葛亮孔明。中国にこの人ありと来れば、秀吉の天下統一を演出した名脇役・兵庫県
姫路市生まれの軍師、黒田官兵衛。今年の大河ドラマ主人公でもあります。
「身分で分け隔てをせず、あらゆる階層の人材から家臣団を構成し、血縁関係の有無に関わらず
家族同様に愛情を注ぐ。『人は殺すより使え』という信条を大切にし、命を奪うことを嫌った。そんな
官兵衛を慕い、心から信頼した家臣達。人を育てるのは人であり、愛すれば愛するほどに相手も
心を開くということを、官兵衛は誰よりも知っていたのだろう。」と、ある案内に書いてありました。
　今年度の集大成となる今号。お読み頂いている皆様の内にも、様 な々思いや出来事が去来し
ていると思います。新天地で出発される方、引き続き現状にとどまる方、それぞれの場でのご活躍
をお祈りしております。� （隠家英子）

「縁の下の力持ち」ということばをあまり耳にしなくなったように思います。日本の家屋から縁側が
段 と々姿を消し、そもそも「縁の下」というものがなくなってきたからでしょうか。それとも「縁の下の
力持ち」という陰のみで生きる存在が減ってきたからでしょうか。昔は「縁の下の力持ち」は最後ま
で表に出ることはなく、誰にも認められずに終わることも多かったようですが、最近は役割分担、共
同作業という意識の広がりの中で、なくてはならない、頼りになる存在として表舞台でも取りざたさ
れるようになり、もはや縁の「下」の力持ちでなくなってきたからでしょうか。

教育研究支援室が教務担当を含めた新しい体制を整えて発足してから7年目を迎えようとしてい
ます。人ならば7歳児でそろそろ自立期に入る頃だそうです。教育研究支援室も、自分達の仕事
のプランを自分達で描くことができ、それを実践することができたら、一人前と言えるかも知れませ
ん。縁の「下」でも「上」でも、その役割を自覚し、本当の「力持ち」として、主役である学生さん
達を支援できたらと心から願います。� （小崎和子）
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研究科の行事は毎年度ほぼ同じ事の繰り返しですが、関わる教員や学生の顔ぶれが変わっていきます。今年度は大学院生の新たな
研究活動（博士課程教育リーデングプログラム）としてPhDプロフェッショナル登龍門および卓越した大学院拠点形成支援補助金が
始まりました。これらの活動を中心にさまざまな学生達の活動および発表の様子を紹介します。

大学院生の新たな研究活動の紹介
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3年生自主学習ポスター発表会� 2/13
数理学科3年生を対象とした講義「現代数学研究」で
は、個人およびグループ研究を通して自発的に学び、
その成果をポスター発表で制限時間内に分かりやすく
伝える力を磨きます。聴衆に見やすいように文字や図
の大きさを工夫した発表が目立ちました。�（田中美穂子）

発表する女子学生

過去5年間の卒業研究報告書提出者数
　 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

卒業研究報告書提出者数（人） 62 59 59 50 54

卒業研究報告
数理学科4年生は卒業要件として卒業研究クラスを1年間履修することが義務付けられ
ています。2013年度は19クラスが開設され、後期終了時には卒業研究クラスで学んだ
内容や興味のある命題などについてまとめられた報告書が54名から提出されました。
� （片田栄里）

M1学習内容報告会� 2/12
修士1年次の総括として、少人数クラスで学習した内容、それにあわせて2年次での学
習計画や目標をまとめたものを発表します。このプレゼンテーションは修士論文発表の予
行演習ともなるため事前準備が必須です。発表会場では複数の教員が参加し、来年
度の修論作成に向けアドバイスをしました。� （片田栄里）

後期課程研究報告会� 3/4
後期課程の学生は毎年度末に、研究科にてこれまでの研究成果や今後の研究課題に
ついての口頭発表を行います。後期課程学生全員が発表の対象ですが、当該年度後
期に自分の得た研究結果を研究集会等で講演した（あるいは講演予定である）場合は
その概要を提出することで報告会での発表の代わりとすることができます。
また、この報告会は研究科の支援体制についての意見や希望を伝えることができる面談
の場としても機能しています。� （片田栄里）

　 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

分属志望者数 56 52 67 63 54

進 学 者 数 53 55 61 58 55

学科分属ガイダンス� 2/10
理学部1年生は学科に属さず、2年生からそれぞれの学科に属し専門教育を学びます。
ガイダンスでは分属の決定に向け、数理学科の教育プログラム、教員の構成、Cafe 
David などの特徴的な取り組みを紹介し、数学に興味をもつ学生に情報を提供しました。
今年度は数理学科定員55名に対して、54名の志望者があり、数理学科へ進学すること
になりました。� （片田栄里）

入試情報

情報科学研究科計算機
数理科学専攻と合同で、
右記の4カ所で説明会を
開催します。

5月24日㊏  名古屋（多元数理科学棟）

5月30日㊎  京都（ハートピア）

5月31日㊏  東京（八重洲ホール）

6月  7日㊏  岡山（第一セントラルビル）

情報科学研究科の一部との合同での大学院入試説明会

前期課程　第1次募集
入学試験
合格発表 2014年7月26日㊏、27日㊐

後期課程　秋入学募集
入学試験
合格発表 2014年7月12日㊏

後期課程　夏期募集
入学試験
合格発表 2014年7月30日㊌、31日㊍

大学院入試情報

「博士課程教育リーディングプログラム」は、日本学術振
興会による事業で、専門分野の枠を超え 世界に通用す
る質の保証された学位プログラムを構築・展開する大学
院教育の抜本的改革を支援、推進しようとする事業です
（日本学術振興会HPを参照）。名古屋大学では平成
24年度にリーディング大学院プログラム（オールラウンド
型）として「PhDプロフェッショナル登龍門： フロンティア・
アジアの地平に立つリーダーの養成」が採択されました。
グローバルに活躍するリーダーを養成するという観点か
ら部局横断的にプログラムに参加する学生を募り、海外
研修を含む様々な活動を展開しています。多元数理科
学研究科からは留学生2名を含む大学院生3名が研究
アシスタントとして活動しています。� （片田栄里）

「PhDプロフェッショナル登龍門とは？」
PhDプロフェッショナル登龍門は、博士号取得を目指す
学生に対して、修士課程からの5年間、専攻での研究
に加えての国際化、社会化のための教育カリキュラムと、
生活に十分な額の給付型の奨学金を提供します。
目的は国際社会に対して情報発信ができ、リーダーシッ
プを執ることの出来る博士を作ることにあり、特に、成長
著しく研究協力の対象としても魅力的である、やや遠方

PhDプロフェッショナル登龍門

PhD登龍門（研究アシスタント・Suriajaya Ade Irma）

のアジア各地との交流が重視されています。
開始1年目の現在、履修生に対して具体的に提供され
ているカリキュラムには、British Councilによる効率的な
英語教育プログラム、日本の各界から著名人を招いての
講演会、モンゴルや東南アジアにおける学際的な研究
への参加などがあり、対象となった学生は充実した多忙
な日々 を送っています。
� （研究アシスタント・才川隆文（D3））

「研究アシスタントの活動」
研究アシスタントの主な活動は、PhDプロフェッショナル登
龍門及び他のリーディングプログラムが開催するプログラ
ムに参加することと、それらに関する感想及び改善点を
提案することです。1年間の活動の中で一番印象に残っ
たプログラムは、名古屋大学の濱口総長とのパネル・ディ
スカッションです。リーダーシップに関する議論を行うなか
で、総長が考えを熱く語っておられたことがかなりの刺激
になりました。� （研究アシスタント・李正勲（M2））

PhDプロフェッショナル登龍門の活動はたくさんあります
が、次の様に大きく分けられます：トップリーダートークセッ

ション、英語研修（IELTS試験の準備クラス）、コース
ワーク、海外研修。トップリーダートークセッションは月1回
の頻度で行われ、成功した人の話を聞くものです。コー
スワークは1回1時間の講義が4〜5回開講され、内容
は経済学に関わる話題から医学に関わる話題まで多様
です。海外研修は、現在までにアメリカ、モンゴルとマ
レーシアで行われました。アメリカとマレーシアでの研修
内容は英語研修ですが、モンゴルの海外研修はモンゴ
ルのウランバートルの大気汚染の問題に取り組むことで
す。研究アシスタントとして、以上のプログラムに参加し
感想や意見などをレポートとして提出しています。
� （研究アシスタント・Suriajaya Ade Irma（M2））

ハノイ数学研究所の様子

会場となった
VIASMにて

「卓越した大学院拠点形成支援補助金」は、優秀な学
生をひきつけ、世界で活躍できる研究者を輩出する環境
づくりを推進するために、その拠点となる高度な教育と
研究を有する大学に対して、文部科学省が行っている
支援です（文部科学省HPを参照）。本年度、名古屋
大学多元数理科学研究科の学生が、この支援をもとに
行った活動を報告します。� （松久聖子）

「最初の一歩」
卓越した大学院研究拠点形成支援補助金により、昨年
の12月16日〜20日にベトナムのハノイで開催された研究
集会「Commutative Algebra and Its Interaction to 
Algebraic Geometry and Combinatorics」に参加し
て来ました。この研究集会はハノイ数学研究所の所長
であるNgo Viet Trung 教授の還暦を記念して開催さ

卓越した大学院拠点形成支援補助金
れた集会であり、世界中から100名を超える研究者の参
加がありました。国内の研究集会には多く参加してきま
したが、海外で開催される研究集会に参加するのは今
回が初めてであり、講演の合間に設けられているティー
タイムでは何を話したら良いのか、英語でうまく伝えられ
るかなど不安を感じていました。しかし好運にも近くに
座っていらした自身の研究テーマと関連する研究者の方
とお話し出来たのをきっかけに、多くの研究者の方と会
話をすることができ、自分の結果を宣伝すると共に現在
考えている問題に対するアドバイスを頂く事が出来まし
た。また、同年代の研究者と交流を持つことが出来たこ
とも今後の研究生活での財産となると感じました。あっと
いう間の1週間でしたが、始まる前に抱いていたある種
の恐れは「次の研究集会では講演もしたい、もっと数学
の議論をできるようになりたい。」といった気持に変わって

いきました。何事も経験しないと始まらないというのは、
頭のどこかではわかっていたことですが、今回改めて実
感することとなりました。このような貴重な機会を頂けたこ
とに感謝しております。� （中嶋祐介） 



学生プロジェクトの活動報告

日本学術振興会　特別研究員

修士論文
発表会 2013年度に採択された15件のプロジェクトのうち、今回は6件の活動を報告します。学生プロジェクトは、自らが企画した活動を実現できる場です。

今年も各チームが意欲的に活動しました。（松久聖子）

特別研究員制度は、我が国トップクラスの優れた
若手研究者に対して、自由な発想のもとに主体的
に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を
与え、研究者の養成・確保を図る制度です。（日本
学術振興会ウエブページより）
本研究科では年に2回学振特別研究員申請に関
する説明会を開催し、申請方法、申請書類の書き
方等を学生に周知しています。年々、その成果が
顕れてきているようです。� （田中美穂子）

大久保 勇輔さん
AGT予想の漸化式を用いた証明と一般化されたJack多項式による証明
「僕なんかが受賞できると思っていなかったので、有り難いです。アドバイザーの粟田先生、菅野先生、温かいご指導をありがとうございました。」

藤野 弘基さん
C\Z との擬等角同値性について
「すばらしい賞をいただきありがとうございました。
　ご指導をいただいた大沢先生、いろいろとアドバイスいただいた川平先生、教務助教の足立先生、2年間ありがとうございました。」

伊藤 洋介さん
On the Existence of Generalized Parking Spaces for Coxeter Groups
「このような賞をいただき光栄です。2年間岡田先生にご指導をいただき、ありがとうございました。」

木下 真也さん
THE CAUCHY PROBLEM OF HARTREE AND PURE POWER TYPE NONLINEAR SCHRÖDINGER EQUATIONS
「こんなすばらしい賞をいただいて身に余る光栄です。杉本先生、ゼミの仲間に感謝します。後期課程に進学するので、さらに研究に精進したいです。」

受賞者の方からのコメント

前期課程の研究活動の集大成ともいえる修士論文。その発表会が2月5
日に行われました。発表会は研究科の全教員・大学院生を対象に公開
で行われ、発表者はタイトルを決めるところから何ヵ月もかけて準備した
各々の研究成果を報告していました。今年度の合格者は49名。そのう
ち特に優秀と認められた学生には多元数理論文賞が授与されます。今
年度は4名が3月25日の修了式に賞状等を受け取りました。�（渡邉ゆかり）

笑顔の受賞者たち

種別＼採用年度 2011年度 2012年度 2013年度 計

DC１ 1 0 4 5

DC２ 0 2 3 5

PD 0 3 1 4

計 1 5 8 　

いつまでも多くの人のこころに
— 長尾健太郎さんを偲ぶ会 —
2013年10月22日にあまりにも短か過ぎる31年という生涯を閉じた長尾健太郎さんを偲
ぶ会が2月21日、大勢の参加者を迎えて名古屋大学構内で開催されました。
参加された方々は心からの哀しみを抱きつつ、でも決して湿っぽくならずに在りし日のお
姿をそれぞれがそれぞれの形で偲びました。
長きに亘る「胞巣状軟部肉腫」という難病との闘いは、筆舌に尽くし難い苦しいもので
あったに違いないのに、ご参加の皆さんから語られる長尾先生はひょうひょうとして、明る
く、熱く、前向きで楽天的な人でした。
スポーツにも長けていたこと、カラオケが好きでしかも熱唱タイプだったこと、お肉が大好
物だったこと、とても熱い人だったこと、人に対する思いやりの深い人だったこと、芯の
強い人だったこと、とてもご家族思いだったこと・・・
沢山のことを「偲ぶ会」の中で知りました。
ご家族も長尾先生ゆかりの方 と々想い出を共有しておられました。
才能溢れる若者の早過ぎる死は、どんなに悲しんでもあまりあるものですが、多くの人の
こころに幸せな想いを残して行ったことをひしひしと感じました。

人生の岐路に立った時、「充実感」と「責
任感」を手がかりにして「やりたいことを見
つけたい」と考えておられたそうです。
人の何倍ものスピードで一生を駆け抜け
て行ってしまいましたが、熱く、深く、充実
したものであったのだと、そして、長尾先
生が多くの人のこころに蒔いた種は必ず
花開くのだと信じます。� （小崎和子） 偲ぶ会に集った大勢の人たち

知の探究講座
数学アゴラと知の探究講座とのタイアップ開催は今年度で4年目を迎えました 。猛暑の
8月から始まり、秋から冬へと計8日間の日程で開催され、県内の高校28校から34名が
熱心に参加しました。講座は3テーマ構成で、講義中には紐や懐中電灯など身近な道
具を用いての興味深い実習も行われました。最終日には発表会が実施され、数々の素
晴らしい発表の中から、春日井高校の小島康司さん、旭丘高校の奥村皐月さん、星城
高校の水野弘基さんを優秀発表者として選出。後日、名古屋大学に招いて顕彰が行
われ、研究科長から激励と期待を込めて書籍が贈呈されました。� （上野真紀子）

■ 優秀者の発表テーマと贈呈書籍
春日井高校　小島康司さん「結び目の彩色数」　　　星城高校　水野弘基さん「ペアノの公理系」
「Quantum Computation and Quantum Information」（Michael A. Nielsen and Issac L. Chuang 著）

旭丘高校　奥村皐月さん「パーコレーション（浸透現象）の数学 〜シミュレーションによる実験を通して拡がりを考える〜」
「 Percolation 」（Geoffrey R. Grimmett 著）

全員へ
「結び目理論とゲーム： 領域選択ゲームでみる数学の世界」（河内明夫 岸本健吾　清水理佳　著）

■ 講座を受講して
・数学は色々な現象に使えることと、途方もなく広くて可能性が
無限だということがわかり感動した。発表会では、数学の無限
性をいかにして伝えられるかを考えたことが大きく、新たな課
題が見つかった。

・3講義とも面白くて、レベルが高く好奇心を駆り立てられるもの
が多かった。
・難しくて苦労もしたが、考える時もわかった時も楽しくて全体的
にとても楽しめた。これからも数学をもっと楽しんでいきたい。
・発表会では、自分では考えつかないような様 な々考え方をする
人がいることがわかり、他の学生の発表はとても刺激になった。

本プロジェクトでは、一様等方宇宙において無限遠で漸近的にAdS時空となる静止球対称ワー
ムホールについて研究を行いました。当初はワームホールとペンローズ不等式との関係について
研究する予定でしたが、諸事情により、ペンローズ不等式には触れられませんでした。また、3月
には、立教大学の原田先生にお願いして、一様等方宇宙の条件を緩めた、一様非等方宇宙に
おけるワームホールについて、セミナーを行って頂く予定です。

ワームホールの研究
Asymptotically Anti-de Sitter spaceと相対性理論
� 代表者：三浦 隆生　執筆者名：富川 祥宗

本プロジェクトでは、二月に山口県で行われた研究集会「多様体上の変分問題とその周辺領域
―Willmore曲面について―」に参加しました。三月に筑波大学で行われる研究集会「リーマン
幾何と幾何解析」にも参加する予定です。その他の活動としては、週に一回メンバーで集まって
セミナーを行いました。これらの活動は、プロジェクトメンバーにとって、研究を進めていく上で役に
立つものであったと思います。

学生プロジェクトの活動を振り返って
Lagrangian部分多様体におけるmean curvature flow
� 代表者：岩崎 拓哉　執筆者名：岩崎 拓哉

この学生プロジェクトでは、微分方程式や幾何に興味のあるメンバーが多く集まっています。 最近
は、Hodge理論や指数定理の自主セミナーを、他のグループの学生と毎週行っています。 また、
年度末は研究成果をあげた学生が発表をしに研究集会やセミナーに参加する予定です。

学生プロジェクト活動報告
楕円型方程式と幾何学の研究
� 代表者：永田 義一　執筆者名：永田 義一

このプロジェクトでは、解析数論、特にゼータ関数に関連
した研究を行っています。素数と深い関係を持つリーマ
ンのゼータ関数の他、それと同じく数論的に重要な意味
を持つディリクレのL関数、理論物理への応用も知られる
多重ゼータ関数など、様々なゼータ関数が研究対象で
す。プロジェクトの一環として開催された「第7回ゼータ
若手研究集会」では、海外からの参加者を含めた多くの
若手研究者の間で活発な意見交換がなされました。

第7回ゼータ若手研究集会集合写真
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春学期には、西君にQuillen以前の古典的な代数的K理
論の基礎を、堀内君と丸山君にモデル圏をQuil lenの
Homotopical Algebraに沿って詳細に解説してもらった。
秋学期には修士論文などでメンバーが忙しくなったので、当
初の計画通りプロジェクトの資金で各メンバーがそれぞれ興
味を持った研究集会に自由に参加し、そこで得た情報を共
有し合った。
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数論幾何学における位相幾何的方法
� 代表者：郡田 亨　執筆者名：郡田 亨
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平成25年6月から7月にかけ、カナダのモントリオール大学で
行われた「SMS 2013 Summer School： Physics and 
Mathematics of Link Homology」に参加し、関連分野の
知識を蓄え、海外の研究者との交流も行いました。特に
KLR代数の開発者達、Mikhail Khovanov氏やAaron 
Lauda氏と交流を行えたことで、自身の研究に対する動機が
これでもかと言わんばかりに高まりました。
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CROSSOVER KLR
� 代表者：小西 正秀　執筆者名：小西 正秀
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3 米澤佳己 実数値をパラメータとして持つある計算論における Turing degrees について
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学生プロジェクトの活動報告

日本学術振興会　特別研究員

修士論文
発表会 2013年度に採択された15件のプロジェクトのうち、今回は6件の活動を報告します。学生プロジェクトは、自らが企画した活動を実現できる場です。
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与え、研究者の養成・確保を図る制度です。（日本
学術振興会ウエブページより）
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大久保 勇輔さん
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受賞者の方からのコメント
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DC１ 1 0 4 5
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計 1 5 8 　
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した研究を行っています。素数と深い関係を持つリーマ
ンのゼータ関数の他、それと同じく数論的に重要な意味
を持つディリクレのL関数、理論物理への応用も知られる
多重ゼータ関数など、様々なゼータ関数が研究対象で
す。プロジェクトの一環として開催された「第7回ゼータ
若手研究集会」では、海外からの参加者を含めた多くの
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知識を蓄え、海外の研究者との交流も行いました。特に
KLR代数の開発者達、Mikhail Khovanov氏やAaron 
Lauda氏と交流を行えたことで、自身の研究に対する動機が
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2 伊藤裕貴 Classification of involutions on Enriques surfaces

3 米澤佳己 実数値をパラメータとして持つある計算論における Turing degrees について
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名古屋大学 大学院多元数理科学研究科

編集後記
たまたまテレビをつけたら中国ドラマ「三国志」が放映されていました。
出演者達も配役にぴったりで、回数も長かったのですがテレビに釘づけになりました。天才軍師と
いわれた諸葛亮孔明。中国にこの人ありと来れば、秀吉の天下統一を演出した名脇役・兵庫県
姫路市生まれの軍師、黒田官兵衛。今年の大河ドラマ主人公でもあります。
「身分で分け隔てをせず、あらゆる階層の人材から家臣団を構成し、血縁関係の有無に関わらず
家族同様に愛情を注ぐ。『人は殺すより使え』という信条を大切にし、命を奪うことを嫌った。そんな
官兵衛を慕い、心から信頼した家臣達。人を育てるのは人であり、愛すれば愛するほどに相手も
心を開くということを、官兵衛は誰よりも知っていたのだろう。」と、ある案内に書いてありました。
　今年度の集大成となる今号。お読み頂いている皆様の内にも、様 な々思いや出来事が去来し
ていると思います。新天地で出発される方、引き続き現状にとどまる方、それぞれの場でのご活躍
をお祈りしております。� （隠家英子）

「縁の下の力持ち」ということばをあまり耳にしなくなったように思います。日本の家屋から縁側が
段 と々姿を消し、そもそも「縁の下」というものがなくなってきたからでしょうか。それとも「縁の下の
力持ち」という陰のみで生きる存在が減ってきたからでしょうか。昔は「縁の下の力持ち」は最後ま
で表に出ることはなく、誰にも認められずに終わることも多かったようですが、最近は役割分担、共
同作業という意識の広がりの中で、なくてはならない、頼りになる存在として表舞台でも取りざたさ
れるようになり、もはや縁の「下」の力持ちでなくなってきたからでしょうか。

教育研究支援室が教務担当を含めた新しい体制を整えて発足してから7年目を迎えようとしてい
ます。人ならば7歳児でそろそろ自立期に入る頃だそうです。教育研究支援室も、自分達の仕事
のプランを自分達で描くことができ、それを実践することができたら、一人前と言えるかも知れませ
ん。縁の「下」でも「上」でも、その役割を自覚し、本当の「力持ち」として、主役である学生さん
達を支援できたらと心から願います。� （小崎和子）

教 育 研 究 支 援 室 よ り

多 元 数 理 科 学 研 究 科 よ り

企画編集  教育研究支援室

名古屋大学 大学院多元数理科学研究科
〒 464-8602 名古屋市千種区不老町
TEL（052）789-2833　FAX（052）789-5397

研究科の行事は毎年度ほぼ同じ事の繰り返しですが、関わる教員や学生の顔ぶれが変わっていきます。今年度は大学院生の新たな
研究活動（博士課程教育リーデングプログラム）としてPhDプロフェッショナル登龍門および卓越した大学院拠点形成支援補助金が
始まりました。これらの活動を中心にさまざまな学生達の活動および発表の様子を紹介します。

大学院生の新たな研究活動の紹介
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これまでに発行された Newsletter のバックナンバーが多元数科学研究科ホームページから PDF ファイルにてダウンロードいただけます。
Newsletter　バックナンバー　http://www.math.nagoya-u.ac.jp/ja/archive/newsletter/

3年生自主学習ポスター発表会� 2/13
数理学科3年生を対象とした講義「現代数学研究」で
は、個人およびグループ研究を通して自発的に学び、
その成果をポスター発表で制限時間内に分かりやすく
伝える力を磨きます。聴衆に見やすいように文字や図
の大きさを工夫した発表が目立ちました。�（田中美穂子）

発表する女子学生

過去5年間の卒業研究報告書提出者数
　 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

卒業研究報告書提出者数（人） 62 59 59 50 54

卒業研究報告
数理学科4年生は卒業要件として卒業研究クラスを1年間履修することが義務付けられ
ています。2013年度は19クラスが開設され、後期終了時には卒業研究クラスで学んだ
内容や興味のある命題などについてまとめられた報告書が54名から提出されました。
� （片田栄里）

M1学習内容報告会� 2/12
修士1年次の総括として、少人数クラスで学習した内容、それにあわせて2年次での学
習計画や目標をまとめたものを発表します。このプレゼンテーションは修士論文発表の予
行演習ともなるため事前準備が必須です。発表会場では複数の教員が参加し、来年
度の修論作成に向けアドバイスをしました。� （片田栄里）

後期課程研究報告会� 3/4
後期課程の学生は毎年度末に、研究科にてこれまでの研究成果や今後の研究課題に
ついての口頭発表を行います。後期課程学生全員が発表の対象ですが、当該年度後
期に自分の得た研究結果を研究集会等で講演した（あるいは講演予定である）場合は
その概要を提出することで報告会での発表の代わりとすることができます。
また、この報告会は研究科の支援体制についての意見や希望を伝えることができる面談
の場としても機能しています。� （片田栄里）

　 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

分属志望者数 56 52 67 63 54

進 学 者 数 53 55 61 58 55

学科分属ガイダンス� 2/10
理学部1年生は学科に属さず、2年生からそれぞれの学科に属し専門教育を学びます。
ガイダンスでは分属の決定に向け、数理学科の教育プログラム、教員の構成、Cafe 
David などの特徴的な取り組みを紹介し、数学に興味をもつ学生に情報を提供しました。
今年度は数理学科定員55名に対して、54名の志望者があり、数理学科へ進学すること
になりました。� （片田栄里）

入試情報

情報科学研究科計算機
数理科学専攻と合同で、
右記の4カ所で説明会を
開催します。

5月24日㊏  名古屋（多元数理科学棟）

5月30日㊎  京都（ハートピア）

5月31日㊏  東京（八重洲ホール）

6月  7日㊏  岡山（第一セントラルビル）

情報科学研究科の一部との合同での大学院入試説明会

前期課程　第1次募集
入学試験
合格発表 2014年7月26日㊏、27日㊐

後期課程　秋入学募集
入学試験
合格発表 2014年7月12日㊏

後期課程　夏期募集
入学試験
合格発表 2014年7月30日㊌、31日㊍

大学院入試情報

「博士課程教育リーディングプログラム」は、日本学術振
興会による事業で、専門分野の枠を超え 世界に通用す
る質の保証された学位プログラムを構築・展開する大学
院教育の抜本的改革を支援、推進しようとする事業です
（日本学術振興会HPを参照）。名古屋大学では平成
24年度にリーディング大学院プログラム（オールラウンド
型）として「PhDプロフェッショナル登龍門： フロンティア・
アジアの地平に立つリーダーの養成」が採択されました。
グローバルに活躍するリーダーを養成するという観点か
ら部局横断的にプログラムに参加する学生を募り、海外
研修を含む様々な活動を展開しています。多元数理科
学研究科からは留学生2名を含む大学院生3名が研究
アシスタントとして活動しています。� （片田栄里）

「PhDプロフェッショナル登龍門とは？」
PhDプロフェッショナル登龍門は、博士号取得を目指す
学生に対して、修士課程からの5年間、専攻での研究
に加えての国際化、社会化のための教育カリキュラムと、
生活に十分な額の給付型の奨学金を提供します。
目的は国際社会に対して情報発信ができ、リーダーシッ
プを執ることの出来る博士を作ることにあり、特に、成長
著しく研究協力の対象としても魅力的である、やや遠方

PhDプロフェッショナル登龍門

PhD登龍門（研究アシスタント・Suriajaya Ade Irma）

のアジア各地との交流が重視されています。
開始1年目の現在、履修生に対して具体的に提供され
ているカリキュラムには、British Councilによる効率的な
英語教育プログラム、日本の各界から著名人を招いての
講演会、モンゴルや東南アジアにおける学際的な研究
への参加などがあり、対象となった学生は充実した多忙
な日々 を送っています。
� （研究アシスタント・才川隆文（D3））

「研究アシスタントの活動」
研究アシスタントの主な活動は、PhDプロフェッショナル登
龍門及び他のリーディングプログラムが開催するプログラ
ムに参加することと、それらに関する感想及び改善点を
提案することです。1年間の活動の中で一番印象に残っ
たプログラムは、名古屋大学の濱口総長とのパネル・ディ
スカッションです。リーダーシップに関する議論を行うなか
で、総長が考えを熱く語っておられたことがかなりの刺激
になりました。� （研究アシスタント・李正勲（M2））

PhDプロフェッショナル登龍門の活動はたくさんあります
が、次の様に大きく分けられます：トップリーダートークセッ

ション、英語研修（IELTS試験の準備クラス）、コース
ワーク、海外研修。トップリーダートークセッションは月1回
の頻度で行われ、成功した人の話を聞くものです。コー
スワークは1回1時間の講義が4〜5回開講され、内容
は経済学に関わる話題から医学に関わる話題まで多様
です。海外研修は、現在までにアメリカ、モンゴルとマ
レーシアで行われました。アメリカとマレーシアでの研修
内容は英語研修ですが、モンゴルの海外研修はモンゴ
ルのウランバートルの大気汚染の問題に取り組むことで
す。研究アシスタントとして、以上のプログラムに参加し
感想や意見などをレポートとして提出しています。
� （研究アシスタント・Suriajaya Ade Irma（M2））

ハノイ数学研究所の様子

会場となった
VIASMにて

「卓越した大学院拠点形成支援補助金」は、優秀な学
生をひきつけ、世界で活躍できる研究者を輩出する環境
づくりを推進するために、その拠点となる高度な教育と
研究を有する大学に対して、文部科学省が行っている
支援です（文部科学省HPを参照）。本年度、名古屋
大学多元数理科学研究科の学生が、この支援をもとに
行った活動を報告します。� （松久聖子）

「最初の一歩」
卓越した大学院研究拠点形成支援補助金により、昨年
の12月16日〜20日にベトナムのハノイで開催された研究
集会「Commutative Algebra and Its Interaction to 
Algebraic Geometry and Combinatorics」に参加し
て来ました。この研究集会はハノイ数学研究所の所長
であるNgo Viet Trung 教授の還暦を記念して開催さ

卓越した大学院拠点形成支援補助金
れた集会であり、世界中から100名を超える研究者の参
加がありました。国内の研究集会には多く参加してきま
したが、海外で開催される研究集会に参加するのは今
回が初めてであり、講演の合間に設けられているティー
タイムでは何を話したら良いのか、英語でうまく伝えられ
るかなど不安を感じていました。しかし好運にも近くに
座っていらした自身の研究テーマと関連する研究者の方
とお話し出来たのをきっかけに、多くの研究者の方と会
話をすることができ、自分の結果を宣伝すると共に現在
考えている問題に対するアドバイスを頂く事が出来まし
た。また、同年代の研究者と交流を持つことが出来たこ
とも今後の研究生活での財産となると感じました。あっと
いう間の1週間でしたが、始まる前に抱いていたある種
の恐れは「次の研究集会では講演もしたい、もっと数学
の議論をできるようになりたい。」といった気持に変わって

いきました。何事も経験しないと始まらないというのは、
頭のどこかではわかっていたことですが、今回改めて実
感することとなりました。このような貴重な機会を頂けたこ
とに感謝しております。� （中嶋祐介） 
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